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当社のコンクリート製品の放射性物質の影響について 

 
 

５月１日に福島県から、「郡山市の下水処理場である県中浄化センターの下水汚泥から放射性セシウムが

検出された」との発表がありました。 

これを受け５月２日住友大阪セメント株式会社が、「同処理場からの汚泥を栃木工場のセメント原料として使

用していた。製造したセメントは放射性関連の調査を行なう」との発表を行ないました。 

更に、同社は５月６日にも追加発表を行ない、「同処理場からの汚泥はセメント全体量の１％未満である事、

工場の放射線は公表された栃木県佐野市周辺の値と差異がない事」等のコメントをしておりますが、同時に

「セメントの安全性は福島県が検査中であるのでそれを待ち関係機関の見解等も踏まえて判断する」、とし

ております。 

 

当社では、従来より住友大阪セメント株式会社栃木工場からのセメントを原料の一部として使用しており、製

品として３月 11 日以来出荷しております。（実際には、大震災の影響で３月 11 日から 27 日までは宇都宮工

場では生産・出荷は停止しておりましたので、３月 28 日以降の出荷が該当いたします。） 

 

上記の件に関し、現時点で判明しております概要につき、以下の通りご報告いたします。 

 

記 
 

１．穴あきＰＣ板ＪＩＳ-Ａ6511 規格では、放射性物質に関する規定は無く、当社の製品がもし放

射性セシウムを含んでいたとしても、強度などの性能には影響はありません。 
 
２．当社製品の放射能関連の安全性に関してですが、汚泥には国による暫定基準値が無いこと、当

社製品に与える影響が少ないこと、等から判断されるべきものと思われますが、近日中に関係

機関の見解が出た段階で改めて判断いたします。 
 
３．しかしながら、セメントメーカーからのセメント放射量調査結果が現時点で入手出来ないこと

もあり、当社製品の放射線量の安全性確保の観点から、当社では現在大至急次の調査を行なっ

ております。内容は判明次第、開示いたします。 
① 栃木県に当社製品の検体放射線量検査を依頼しました。１週間前後で結果判明予定です。 
② 当社独自で線量計を用いて、受け入れ済みのセメント（他社からのセメントを含む。）及び

生産済み製品の放射線量を測定しております。 



 
 
 
 
 
４．本日以降の出荷分については、安全性が担保できる状態になるまで、基本的に需要家との確認

を取った上で出荷の可否を決定いたしたく思っております。 
 

以上 


